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（ 、 ） ミリ サブミリ 
　　地上波



























（ ） 振幅分離型 
 他の方式
（ ） 例えばDPA 



























































因は、国際標準化機構（ISO：International Organization for Standardization）
と国際無線通信連合（ITU：International Telecommunication Union）による
国際標準化の動きであった。 






















































図１.３に地上デジタル放送推進協会（D-pa：The Association for Promotion 





































































2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009










































































































































































































































































































































































 結果的事実上の標準 戦略的事実上の標準 
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（１ＧＨｚ ）    帯 





出力 （Ｌ）スピーカー  
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 （c）フレームオフセット 
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   12MHzフィルタ後 
 （c）フレームオフセット 





































































































































































































































































































































会社名 名称 品名 個数＊
　対称フィルタ（１２Ｍ　ＬＰＦ） 　ＴＣ９０４７Ｎ－００１ １





























































































































































































































① ＴＶ ワイド 
ｺﾝﾊﾞ ﾀｰ　　(M /N      無)
② ＴＶ ワイド 
ｺﾝﾊﾞ ﾀｰ　　(M /N    内蔵)
③ Ｔ ハイビジョン  





















顧客セグメント 生産状況 キーデバイスの価格 
革新者 量産開始 サンプル価格 
初期受容者 少量生産 量産価格(少量価格) 










① 、製品 の他社差別化製品開発を進め ラインアップを充実する 。
① 、製品 の他社差別化製品開発と並行して 
２ ＬＳＩ 、② ③ 。第 世代  により(b)と(c)を少量生産し  と を製品化する 
① 、製品 が本格普及して(a)が普及価格となる時期を目標に 
２ ＬＳＩ 。(b)と(c)の第 世代  の原価低減を進める 
① 、製品 の本格普及期に合せて 普及価格の(b)と(c)を搭載した
② ③ 。製品 と製品 を市場に投入する 
製品
① ＴＶ ワイド  
② ＴＶ ワイド  
（Ｍ／Ｎ ）　     コンバータ内蔵 
③ ＴＶ ハイビジョン  
（ＭＵＳＥ ）　     デコー ダ内蔵 
キーデバイス
(a) ディスプレイデバイス
（ ＣＲ　   アスペクト比16:9の    
Ｍ／Ｎ(b)  コンバータ
























































































音声部 L7A1133 LSIﾛｼﾞｯｸ/松下 
イコライザ処理部 LH50529 シャープ 






























































ｺﾝﾊﾞ ﾀｰｰHD -NT     
HNC
LH50530























ブロック名 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 性能向上目標 
MUSE入力処理部 100 QFP 
MUSE信号処理部 120 QFP動画系ﾄﾗﾝｼﾞｪﾝﾄ改善、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ可変NR 
輝度信号処理部 120 QFP4Mﾒﾓﾘ機能内蔵（4Mﾒﾓﾘ削除） 
輝度出力処理部 120 QFP 
2Mﾌｨｰﾙﾄﾞﾒﾓﾘ部 74 QFP  
色処理部 100 QFP8.1MHz縦縞改善 
ｱﾅﾛｸﾞ入力処理部 24 SOP AGCアンプ、クランプ内蔵 
出力処理部 152 QFP水平垂直輪郭補正内蔵 
ｱﾅﾛｸﾞ出力処理部 32 SDIL利得制御ｱﾝﾌﾟ、3値同期信号付加回路内蔵
ｸﾛｯｸｼﾞｪﾈﾚｰﾀ部 32 SDIL44MHzの内部発生 
動き検出部 160 QFP動検性能改善（動いた物体の後の改善） 
Ａ／Ｄ部 64 QFH  
３ＤＡＣ部 64 QFH  
同期部 160 QFP同期部性能改善（検出時間の短縮） 
4Mﾌｨｰﾙﾄﾞﾒﾓﾘ部 50 SSOP2Mbit→4Mbit 集積化 
音声部 120 QFPﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽ機能等追加 
ｲｺﾗｲｻﾞ処理部 144 QFPｲｺﾗｲｻﾞ性能改善（範囲の拡大） 
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図４.５(a)：伝送データ   図４.５(b)：非伝送データ 


































図４.５(c)：伝送データ   図４.５(d)：非伝送データ 



























































































































































● ●▲ ▲ ▲
▲ ▲
○　　n   field
●　n+1  field
△  n+2  field


























▲ ○　　n   field
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△  n+2  field


















































図４.１１(a)：第１世代ＬＳＩの   図４.１１(b) 提案方式（８次） 




















第１世代 第２世代 第１世代 第２世代 
MUSE入力処理部 １個 １個 400mW 300mW 
MUSE信号処理部 ７個 １個 3200mW 800mW 
輝度信号処理部 ６個 １個 2200mW 850mW 
輝度出力処理部 ６個 １個 2000mW 750mW 
2Mﾌｨｰﾙﾄﾞﾒﾓﾘ部 １個 １個 350mW 250mW 
色処理部 ４個 １個 1000mW 450mW 
ｱﾅﾛｸﾞ入力処理部 － １個 － 400mW 
出力処理部 ５個 １個 3000mW 900mW 
ｱﾅﾛｸﾞ出力処理部 － １個 － 650mW 
ｸﾛｯｸｼﾞｪﾈﾚｰﾀ部 １個 １個 500mW 700mW 
動き検出部 ６個 １個 2600mW 1200mW 
Ａ／Ｄ部 １個 １個 750mW 750mW 
３ＤＡＣ部 ３個 １個 450mW 600mW 
同期部 ４個 ２個 800mW 350mW 
4Mﾌｨｰﾙﾄﾞﾒﾓﾘ部 ６個 ３個 1800mW 1400mW 
音声部 ６個 １個 1000mW 900mW 
ｲｺﾗｲｻﾞ処理部 ３個 １個 1000mW 950mW 
ＭＮ変換部 － １個 － 1000mW 
































































































































ＭＰＥＧ－     2準拠
多重化
受信系











































ＴＶアナログカラー   






































































































































































































（ ） 持続的技術 
「 」民生分野 画質 
時間














ＭＰＥＧ    ー1
Ｈ．２６１
 
ＭＰＥＧ   ー 2
ＴＶデジタルHD  
（ ） 破壊的技術 
?ＴＶハイビジョン  




























































































































































えて述べる。選局動作は、ＡＴＳＣ規格 A／65“Program and System 












































































ライン数 水平画素数/ライン アスペクト比 フレーム(フィールド)レート
1,080 1,920 16：9 － 60I － 30P 24P 
720 1,280 16：9 － － 60P 30P 24P 
480 704 16：94：3 60I 60P 30P 24P 
480 640 － 4：3 60I 60P 30P 24P 
 
(注)60Iは60Hzインタレース，60Pは60Hzプログレッシブ，30Pは30Hzプロ 
  グレッシブ，24Pは24Hzプログレッシブを意味する。また、フレーム（フ 
  ィールド）レートについては、上表に記された整数値のほかに、 

















































































































































































































































































































































































































D-VHS [ BAV ]
（HS-HD2000U）
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剛太 教授、倉重 光宏 客員教授、ご指導頂いた馬場 敬三 教授、阿部 俊明 教
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